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タイトル 
（日英併記） 

咬合指示の違いが咬合力および咬合接触面積に及ぼす影響 

（ The influence of different instructions on occlusion on 

occlusal force and occlusal contact area ） 

論文の要旨（日本語で記載） 

 

術者が患者に咬合を指示する際の言葉の違いにより患者の受け取り方が異な

るため，術者の望む咬合状態を再現できない場合がある．本研究の目的は，3

通りの咬合指示による咬合力および咬合接触面積を比較検討することにある．

顎運動機能に問題のない正常有歯顎者の被験者 30 名に対して，「お口を閉じ

てください」，「噛んでください」，「しっかり噛んでください」の 3 通りの言葉

で咬合を指示した後，咬合力および咬合接触面積を測定した． 

 その結果， 

1. 咬合力は，「お口を閉じて下さい」，「噛んで下さい」，「しっかり噛んで下

さい」の順に有意に増加し，「お口を閉じて下さい」と指示したときの咬合

力を1とすると「噛んで下さい」では約2倍，「しっかり噛んで下さい」では

約4〜5倍であった． 

2. すべての咬合指示において男性の方が女性よりも咬合力が有意に大であっ

た． 

3. 咬合接触面積は，「お口を閉じて下さい」，「噛んで下さい」，「しっかり噛

んで下さい」の順に有意に増加し，「お口を閉じて下さい」と指示した際の

咬合接触面積を1とすると，「噛んで下さい」では約2倍，「しっかり噛んで

下さい」では約3倍であった． 

4. すべての咬合指示において対象者間のバラツキが大きかった． 

 以上のことから，術者が発する咬合指示の言葉のニュアンスは理解できてい

るものの，果たしてどのくらいの咬合力で噛めばよいのかという解釈は，対象

者により異なることがわかった． 

 


